
開
会
あ
い
さ
つ
か
ら

◎
大
島
良
満
代
表
世
話
人
）

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
に

ぴ
し
ゃ
っ
と
や
っ
と
け
ば
こ

ん
な
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
一
年
、
必
ず
政
治

決
戦
を
迎
え
る
。
新
し
政
治

を
創
る
た
め
に
野
党
の
連
合

政
権
を
創
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
の
論
議
を

期
待
し
た
い
。

政
党
か
ら
の
挨
拶

◎
す
や
ま
初
美
日
本
共
産
党

県
副
委
員
長

７
区
で
街
宣
中
、
「
支
持

者
で
は
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
は

ひ
ど
い
、
政
権
交
代
が
大
切

だ
」
と
声
が
か
か
っ
た
。
12

月
10
日
、
市
民
の
会
主
催
で

森
本
氏
（
立
民
）
と
懇
談
す

る
こ
と
に
。
こ
の
間
の
取
り

組
み
を
見
れ
ば
要
求
を
ま
と

め
て
声
を
上
げ
れ
ば
要
求
が

実
現
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

◎
平
山
良
平
社
民
党
県
副
代

表
７
区
で
立
憲
民
主
党
が
身

を
引
く
こ
と
が
野
党
共
闘
の

実
現
に
つ
な
が
る
。
身
を
引

く
こ
と
が
共
産
党
の
た
め
で

は
な
く
日
本
の
た
め
に
必
要

だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
最
低
賃

金
は
１
５
０
０
円
（
日
給
）

に
行
か
な
い
。
働
く
も
の
が

ま
っ
と
う
に
暮
ら
せ
る
に
は

最
賃
ア
ッ
プ
が
ど
う
し
て
も

欠
か
せ
な
い
。

◎
保
田
泉
新
社
会
党
委
員
長

新
社
会
党
は
今
の
政
治
に

緊
張
感
を
つ
く
り
た
い
。
ア

ベ
・
ス
ガ
政
治
は
国
民
を
大

切
に
し
て
い
な
い
。
韓
国
憲

法
第
一
条
に
は
主
権
は
国
民

か
ら
出
て
く
る
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
第
一
条
は
天

皇
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
も
建
物
は
す
ぐ

つ
く
れ
て
も
看
護
す
る
人
は

一
挙
に
は
作
れ
な
い
。

◎
尾
形
慶
子
緑
の
党
東
海
代

表
若
い
人
の
中
に
は
維
新
の

会
が
も
っ
と
も
革
新
的
で
共

産
党
が
も
っ
と
も
保
守
的
と

思
っ
て
い
る
。
今
気
候
変
動

へ
の
対
応
と
し
て
２
０
５
０

年
ま
で
に
炭
素
ゼ
ロ
、
３
０

年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車
ゼ
ロ

が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
原
発

新
設
が
入
っ
て
い
る
。
緑
の

党
は
野
党
共
闘
に
力
を
尽
く

し
た
い
。

（
２
）
運
動
方
針
案
（
予

算
も
含
め
て
）
の
提
案
ー
ー

村
上
俊
雄
事
務
室
長
（
５

Ｐ
の
囲
み
記
事
に
）

（
３
）
討
論
か
ら
（
テ
ー

マ
別
に
編
集
）

《
市
民
と
野
党
の
共
闘
を

中
心
に
》

岩
中
正
巳
日
本
共
産
党
愛

知
県
委
員
長
ー
ー
臨
時
国
会

で
野
党
は
こ
ぞ
っ
て
枝
野
立

憲
民
主
党
代
表
に
首
相
指
名

を
行
っ
た
。
政
権
交
代
で
扇

動
政
権
を
つ
く
り
た
い
。
中

央
レ
ベ
ル
で
は
野
党
共
闘
で

政
権
を
つ
く
る
こ
と
で
合
意

し
て
い
る
。
県
内
で
は
立
民

県
連
の
結
成
が
遅
れ
た
が
立

民
と
も
協
議
し
た
。
前
回
、

私
た
ち
は
１
、
３
、
５
、
７

区
で
候
補
者
を
降
ろ
し
た
。

し
か
し
、
相
互
支
援
で
臨
み

た
い
。
年
内
、
会
議
を
続
け
、

共
闘
の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
。

石
川
勇
吉
（
碧
南
）
ー
ー

前
回
、
政
策
づ
く
り
を
行
い

候
補
者
事
務
所
を
回
っ
た
。

共
産
・
新
社
、
社
民
と
も
学

習
会
を
行
っ
た
。
月
一
回
、

５
市
か
ら
集
ま
っ
て
13
区
市

民
連
合
を
つ
く
っ
た
（
10
／

９
）
。
政
策
づ
く
理
を
行
う
。

①
革
新
懇
の
な
い
所
（
知
立
、

西
尾
）
に
つ
く
る
②
地
域
で

の
共
闘
を
進
め
る
③
ト
ヨ
タ

に
対
抗
し
て
市
民
が
ま
と
ま

る
な
ど
。

加
藤
尚
雄
（
豊
田
革
新

懇
）
ー
ー
11
区
野
党
共
闘

を
進
め
る
会
を
結
成
し
た
。

統
一
候
補
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

①
コ
ロ
ナ
対
策
の
要
請
は
が

き
を
出
す
②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
よ
う
行
政
に
求
め

る
③
私
は
心
不
全
、
人
工
透

41
回
を
迎
え
た
総
会
は
17
賛
同
団
地
、
18
地
域
、
３
職
場
、
個
人
で
計
57
人
が
参
加

し
た
。
座
長
は
中
西
八
郎
、
蛯
原
京
子
さ
ん
。
一
年
以
内
に
行
わ
れ
る
総
選
挙
に
向
け
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権
交
代
を
目
指
す
論
議
が
中
心
と
な
っ
た
。
日
本
共
産
党
、

社
民
党
、
新
社
会
党
、
緑
の
党
東
海
の
立
憲
政
党
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

（
文
責

編
集
委
員
会
）

革新・愛知の会 第３０７・３０８合併号 ２０２１年1月１０日（４）

コロナ危機をのりこえて国民の声のとどく政治を

ー市民と野党の共闘で連合政権を実現しよう

12.5 2020年革新・愛知の会総会

４１回
総会

析

中
。
革
新
懇
と
し
て
行
動

し
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
い

の
ち
が
守
れ
な
い
。

見
崎
徳
弘
（
瑞
穂
区
）
ー
ー

４
つ
の
区
の
革
新
懇
が
毎

月
論
議
し
て
共
闘
組
織
を

つ
く
る
こ
と
に
前
進
。
共

闘
の
候
補
者
が
希
望
の
党

へ
。
こ
の
不
信
を
ぬ
ぐ
う

努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

①
牧
義
夫
氏
は
５
回
共
同

街
宣
に
立
つ
②
我
々
の
つ

く
っ
た
政
策
（
リ
ニ
ア
、

原
発
、
カ
ジ
ノ
Ｎ
Ｏ
）
に

全
面
的
に
賛
成
と
返
事
。

牧
統
一
候
補
で
行
く
。

西
村
秀
一
（
緑
平
民
懇
）
ー
ー

11
月
14
日
、
白
土
街
道
、

５
か
所
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
っ
た
。
88
名
が
参

加
。
近
藤
昭
一
立
憲
民
主

党
国
会
議
員
も
参
加
。
３

区
と
し
て
政
策
づ
く
り
を

行
っ
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
組
織
内
、
街
宣
で
も

集
め
た
。
原
発
再
稼
働
、

消
費
税
率
引
き
下
げ
で
ま

と
ま
り
切
れ
て
い
な
い
。

要
求
を
も
と
に
訴
え
た
い
。

《
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
核
兵
器

禁
止
条
約
成
立
、
コ
ロ

ナ
》石

田
邦
芳

（
岡
崎
革

新
懇
）
ー
ー
革
新
懇
が
架

け
橋
と
な
っ
て
戦
争
法
廃

止
す
る
会
な
ど
を
つ
く
っ

て
き
た
。
九
条
の
会
、
社

民
、
新
社
会
党
な
ど
も
参

加
。
毎
月
一
回
、
地
域
署

名
に
二
人
一
組
で
行
っ
て

い
る
。
「
こ
ん
な
運
動
が

岡
崎
に
も
あ
っ
た
の
か
」

と
署
名
が
待
た
れ
て
い
た

こ
と
も
。
そ
の
時
々
の
チ

ラ
シ
も
用
意
す
る
。
野
党

共
闘
で
学
習
会
を
２
月
に

行
う
。

沢
田
昭
二
（
代
表
世
話

人
）
ー
ー
中
学
時
代
に
被

爆
し
学
生
時
代
か
ら
原
水

爆
禁
止
運
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
来
年
１
月
22
日

に
国
際
条
約
と
し
て
は
発

効
す
る
。
運
動
の
成
果
で

あ
り
心
が
躍
っ
て
い
る
、

世
界
政
治
の
構
造
が
変
わ

る
。
国
民
世
論
も
７
割
が

賛
成
。
こ
の
国
の
政
治
を

変
え
て
日
本
も
こ
の
条
約

に
加
わ
る
よ
う
に
さ
せ
た

い
。菊

池
竹
美
（
鉄
鋼
革
新

懇
）
ー
ー
連
合
が
地
域
の

人
と
一
緒
に
な
っ
て
政
治

を
変
え
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
政
権
は
変
わ
る
。

私
た
ち
は
佐
々
木
憲
昭
さ

ん
を
招
い
て
講
演
会
を
も
っ

た
。
45
人
が
参
加
し
た
。

職
場
の
中
に
革
新
の
力
を

強
め
よ
う
と
確
認
し
あ
っ

た
。
地
域
で
も
ど
う
革
新

懇
を
つ
く
る
の
か
を
話
し

合
っ
て
い
る
。

大
山
晴
久
（
県
職
ト
ー

ク
の
会
）
ー
ー
昨
日
、
県

庁
前
で
は
じ
め
て
ビ
ラ
配

り
を
し
、
８
人
が
参
加
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
受
取
は

悪
か
っ
た
が
２
３
０
部
手

渡
し
、
や
っ
と
配
布
の
協

力
体
制
が
で
き
た
。
い
つ

ま
で
続
く
か
、
気
力
、
体

力
次
第
だ
。
連
合
政
権
が

で
き
る
ま
で
頑
張
り
た
い
。

山
本
晃
子
（
青
年
ネ
ッ

ト
）
ー
ー
青
年
ネ
ッ
ト

は
昨
年
12
月
に
パ
レ
ス
チ

ナ
情
勢
を
学
ぶ
学
習
会
、

今
年
８
月
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
権
利
に
つ
い
て
学
ぶ
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
会
を
企
画
。

来
年
は
気
候
変
動
を
テ
ー

マ
に
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
会
を
計
画
し
て
い
る
。

知
崎
広
二
（
愛
労
連
議

長
）
ー
ー
コ
ロ
ナ
に
よ
る

派
遣
切
り
相
談
で
、
愛
労

連
は
い
ま
メ
ジ
ャ
ー
な
メ

デ
ィ
ア
に
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
八
野
党
共
闘
で
の
選

挙
を
組
合
員
に
ど
う
訴
え

る
か
が
問
わ
れ
る
。
連
合

愛
知
と
も
最
賃
に
限
っ
て

は
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
自
由
民
主
党
の

幹
部
と
も
最
賃
で
は
意
見

が
一
致
し
て
い
る
。

山
崎
紀
雄
（
緑
平
民

懇
）
ー
ー
市
内
の
医
療
、

介
護
施
設
で
は
コ
ロ
ナ
と

の
対
応
で
疲
弊
。
コ
ロ
ナ

の
感
染
症
の
広
が
り
、
重

症
率
の
高
ま
り
が
迫
っ
て

い
る
。
こ
の
事
態
を
変
え

る
こ
と
が
大
切
だ
。
政
治

を
変
え
る
た
め
投
票
率
を

高
め
る
こ
と
が
カ
ギ
だ
。

選
挙
に
行
か
な
い
と
貧
困
・

格
差
が
改
ま
ら
な
い
。

閉
会
の
挨
拶
・
田
辺
準
也

代
表
世
話
人

40
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

総
会
と
な
っ
た
。
革
新
懇

の
掲
げ
る
３
つ
の
目
標
が

い
ま
や
す
べ
て
の
人
々
を

結
集
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ス
の
拡
大
は
革
新
懇
運
動

の
基
礎
と
形
づ
く
る
こ
と

に
な
る
。

来
年
は
国
民
が
主
人
公

の
政
治
を
つ
く
ろ
う
。

<

（５）革新・愛知の会 第３０７・３０８合併号 ２０２１年１月１０日

２０２０年運動方針案の骨子

◎コロナ感染の世界的拡大は、社会と政治

の根本を問うている。政府による企業の規

制緩和でなく国家の手によるグローバル企

業の規制が問われている。

◎核兵器禁止条約の発効は日米安保の見直

し、辺野古基地建設ストップ、東シナ海を

平和の海にすることを提起している。

◎安倍政治は多くの人々に貧困を蓄積、格

差の拡大をもたらした。立憲主義を無視し、

権力の私物化をはかり、負の遺産を残した。

野党共闘による政権交代の条件をつくった。

◎市民と野党の共闘が進み、野党共闘によ

る連合政権づくりをめざすために革新懇は

この流れで架け橋の役割を果たしていく。

◎全ての自治体に地域革新懇を結成し、職

場革新懇の活動を強化する。活動をしてい

ない革新懇の再開、立て直しが課題。

（新代表世話人は8面に）

来賓あいさつの立憲野党のみなさん


